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議案番号 議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名 結　 果

第33号
専決処分した事件の承認について
「令和６年度雨竜町一般会計補正予算（第８号）」

承 認

第34号
専決処分した事件の承認について
「雨竜町税条例の一部を改正する条例の制定について」
（地方税法等の改正に伴い、雨竜町税条例の一部を改正するもの）

承 認

第35号
令和７年度雨竜町ライスコンビナート屋根及び外壁改修工事の請負契
約について

原 案 可 決

第36号
令和７年度社会資本整備総合交付金事業小型ロータリー除雪車購入に
係る財産の取得について

原 案 可 決

令和７年 第２回臨時会 審議結果
（開催日程：令和７年５月９日）

令和７年 第２回定例会 審議結果
（開催日程：令和７年６月１７日）

議案番号 議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名 結　 果

第37号
第38号

債権の放棄について 原 案 可 決

第39号
雨竜町公共牧場造成事業基金の設置及び管理に関する条例を廃止する
条例の制定について
（設置目的達成に伴い、本条例を廃止するもの）

原 案 可 決

第40号
雨竜町草地造成牧畜導入振興資金貸付基金条例を廃止する条例の制定
について
（設置目的達成に伴い、本条例を廃止するもの）

原 案 可 決

第41号 令和７年度雨竜町一般会計補正予算（第１号） 原 案 可 決

第42号
雨竜町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条
例の一部を改正する条例の制定について
（行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律
等の改正に伴い、本条例の一部を改正するもの）

原 案 可 決

第43号
雨竜町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制
定について
（雨竜町第２満寿団地解体工事の竣工に伴い、本条例の一部を改正するもの）

原 案 可 決

第44号 雨竜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
（地方税法施行令の改正に伴い、本条例の一部を改正するもの）

原 案 可 決
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議案番号 議　　　　　　　　　　　件　　　　　　　　　　　名 結　 果

第45号 雨竜町農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
（小山　武　氏）

同 意 可 決

第46号 雨竜町公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて
（齋藤　智子　氏）

同 意 可 決

報 　告
第 １ 号

令和６年度雨竜町一般会計繰越明許費に係る歳出予算の繰越した経費
の報告について

報 告 済

報 　告
第 ２ 号

雨竜町土地開発公社の業務報告について 報 告 済

報 　告
第 ３ 号

株式会社雨竜町振興公社の業務報告について 報 告 済

令和７年度雨竜町一般会計補正予算（第１号）
4,418万3千円を減額し、総額38億9,418万3千円とする（P. ２議案第41号の歳出の主な内容）

総 務 費 地域おこし協力隊隊員業務委託料 2,624,000円

総 務 費 地域おこし協力隊活動費補助金 2,655,000円

総 務 費 地域おこし推進協議会交付金の減 △1,574,000円

総 務 費 低所得者支援給付・定額減税調整給付金 12,000,000円

農林水産業費 農業振興対策基金積立金 15,256,000円

商 工 費 地域おこし協力隊隊員業務委託料 5,247,000円

商 工 費 地域おこし協力隊活動費補助金 2,880,000円

教 育 費 学校修繕費の増 1,116,000円

教 育 費 教員住宅修繕費の増 1,848,000円

意　　　　　　　見　　　　　　　書
番　号 件　　　　　　　　　　　名 結　 果

第 １ 号
ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・
強化を求める意見書
≪提出先≫衆・参議院議長、内閣総理大臣、各関係大臣

採 択

第 ２ 号 国内農業を犠牲としない日米関税交渉などを求める意見書
≪提出先≫内閣総理大臣、財務大臣、経済再生担当大臣、農林水産大臣

採 択



－5－ －4－－5－

令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
一
般
質
問

質　

問

　

地
域
の
経
済
や
生
活
に
必
要
と
さ
れ

な
が
ら
も
、
事
業
継
承
に
至
ら
な
く
廃

業
や
事
業
撤
退
な
ど
で
年
々
事
業
所
が

減
少
し
て
い
る
状
態
で
あ
り
ま
す
。
商

工
会
で
も
各
事
業
所
に
情
報
を
提
供
し

て
も
ら
い
、
後
継
者
問
題
な
ど
協
議
し

ま
す
が
、
親
族
な
ど
の
後
継
者
が
い
な

い
事
業
所
は
自
分
の
代
で
の
廃
業
を
考

え
て
い
る
状
況
で
す
。
第
三
者
へ
の
事

業
継
承
に
つ
い
て
は
、
希
望
の
あ
る
事

業
所
に
つ
い
て
は
札
幌
市
に
あ
る
支
援

セ
ン
タ
ー
に
要
望
を
出
し
て
い
ま
す
が
、

問　

商
工
業
者
の
事
業
継
承
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　

て
町
の
考
え
方
は

佐々木議員

１
名
の
議
員
が
町
政
執
行
に
対
し
、

一
般
質
問
を
し
ま
し
た

難
し
い
状
況
に
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
人

口
減
少
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
っ
て
事
業

継
承
が
で
き
な
く
な
り
、
雨
竜
町
か
ら

商
店
が
な
く
な
る
こ
と
は
町
の
衰
退
と

も
な
っ
て
い
き
ま
す
。
今
後
は
事
業
所

の
情
報
を
商
工
会
と
共
有
し
な
が
ら
事

業
継
承
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
が
、
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
伺
い
ま
す
。

町　

長

　

本
町
の
商
工
業
の
事
業
所
に
お
い
て

も
年
々
事
業
所
が
減
少
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
商
工
会
の

令
和
６
年
度
の
事
業
報
告
で
会
員
の
加

入
が
４
件
、
脱
退
が
７
件
で
、
３
件
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
第
三
者
継
承
に

つ
い
て
、
希
望
の
あ
る
方
は
支
援
セ
ン

タ
ー
で
相
談
を
さ
れ
て
い
る
が
難
し
い

状
況
に
あ
る
と
い
う
ご
質
問
で
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て

は
恐
ら
く
こ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
を

紹
介
、
も
し
く
は
取
り
次
い
で
い
る
商

工
会
の
中
で
も
十
分
ご
承
知
の
こ
と
か

と
思
い
ま
す
。

商
店
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
町
の
衰
退

に
つ
な
が
る
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
。

商
工
会
と
情
報
の
共
有
を
図
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
一
番
内
容
を
理
解
し
て
い
る
の
は

商
工
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
町

に
何
が
で
き
る
か
、
町
の
施
策
と
し
て

新
た
な
事
業
展
開
が
必
要
に
な
っ
て
く

る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
は
十

分
双
方
で
協
議
を
し
な
が
ら
、
ま
た
外

部
の
意
見
も
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
起
業

支
援
が
ほ
か
の
町
で
も
進
ん
で
お
り
、

本
町
で
も
起
業
の
実
績
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
可
能
性
を
支
援
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
後
継
者
が
い
な
い
と
い

う
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
第
三

者
継
承
を
視
野
に
入
れ
、
支
援
セ
ン
タ

ー
と
の
関
係
、
国
や
道
及
び
本
町
の
現

在
の
支
援
事
業
を
活
用
し
、
新
た
な
計

画
・
支
援
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
現
在
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

再
質
問

　

新
た
な
計
画
も
考
え
て
い
く
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
第
三
者
継
承
に
よ
る
事

業
継
承
は
、
事
業
主
に
こ
ち
ら
か
ら
提

案
し
て
協
議
し
て
い
か
な
い
と
な
か
な

か
先
に
進
ん
で
い
き
ま
せ
ん
。
商
工
会

と
協
議
会
な
ど
を
設
置
し
、
後
継
者
の

い
な
い
事
業
所
に
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー

チ
を
し
て
第
三
者
継
承
を
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
が
再
度
伺
い

ま
す
。

町　

長

　

円
滑
な
事
業
継
承
を
望
ん
で
い
る
場

合
で
あ
れ
ば
、
計
画
の
中
で
必
要
に
応

じ
て
雨
竜
独
自
の
施
策
を
新
た
な
計
画

の
中
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
は
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、
こ
の
数
年
間

で
店
を
閉
め
ら
れ
た
方
々
が
ど
う
い
う

気
持
ち
で
決
断
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
当

時
、
町
の
人
々
、
商
工
会
の
方
々
、
そ

し
て
、
私
も
含
め
、
ど
の
よ
う
な
関
わ

り
方
が
で
き
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
点
は
、

今
後
の
計
画
や
施
策
を
立
て
る
上
で
非

常
に
重
要
な
視
点
だ
と
考
え
ま
す
。
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
の
件
に
つ
い
て
今
後

と
も
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

内
容
を
一
部
要
約

し
て
お
り
ま
す

（

）

答　

商
工
会
と
充
分
に
協
議
し
、
外

部
の
意
見
も
参
考
と
し
て
進
め

て
行
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
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●生徒大会とは違い、質問して答えたら、再質問をしたりしていた。何かを話すとき、議
長に向かって「議長！」と手を挙げていてすごい。みんなはっきりと話していてすごか
った。結構、雰囲気がすごかった。

●真剣に議会に参加していて、かっこよかった。緊張感がひしひしと伝わってきた。議員
さんが一生懸命質問していて、良かった。質問の回答が長くてびっくりした。

●議会の内容が多く、難しいことばかりだった。難しい言葉をめっちゃ使っていて分から
なかった。結構人がいっぱいいてびっくりした。議会はこんな感じにやるのかと勉強に
なった。

●報告を話す人は、速くはっきり聞こえやすく話されていた。話す人は～であります。～
でございますという言葉を使っている。一つの文章が長いものをかまずに話している

（読んでいる）のを聞いて、すごいと思った。休憩が短い。議案を元に話し合っている
ということが分かった。「異議なし」の言葉は、さっと言って終わることができるもので、
すぐ話を進められることがわかった。

●思ったよりもスムーズに話が進んでいた。学校の部活動や高校の進学先、教職員につい
ても報告がされていて驚いた。よくわからない言葉がたくさんあった。様々な会議が行
われていた。

●自分たちから見て、とても難しい話をしていると思った。緊張しているような雰囲気だ
った。みんな喋りが早かった。提案したり報告することがたくさんあって大変だなと思
った。

●「異議なし」とか全員揃っていてかっこよかった。早く喋っていて何を話しているのか
よくわからないところもあった。日程の確認をしてから、それに沿って進めていくこと
が分かった。質問をする→（町長などが）それに答える→さらに質問などをする。

●自分が思っているよりもバチバチの議論がなかった。資料を配ってみんな内容が分かっ
ているのに、議会を開く理由が知りたい。

●常にプリントを見て議事が進められている。

　６月１７日開催の第２回定例会を雨竜中学校３年生の生徒の皆さんが、社会科の授業の一環
として傍聴されました。皆さんからいただいた感想を一部抜粋してご紹介します。

中学３年生が傍聴に来てくれました！
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　調査事項である社会教育施設（農業資料室・農業資料館・史跡公園・公民館・農業環境改
善センター及び周辺施設・メモリアルパーク）とわかば団地構内道路予定地の現地調査を行
いました。

期　日：令和７年６月３日（火）～4日（水）

　社会教育施設においては、文化団体やスポーツ団体のみならず、ボランティア団体や各種
団体、また町行事など不特定多数の方が利用されており、災害時の避難所に指定されている
施設もあるが、建築から３０年以上経過している施設が多く、これまでも建物の改修や設備
の修繕を繰り返し、維持管理してきている。
　人口の減少や社会生活の変化とともに、現在利用している各団体の会員や、相対的な利用
者の減少が予想され、改修・修繕を繰り返して維持するだけではなく、利用頻度や維持管理
コスト、費用対効果を考え、一部の施設については利用者の理解を求めながら、将来的に縮
小や廃止も検討すべきと考える。
　また、町の歴史的な各種資料においては、町内施設を
利用して移転・保存していたが、近年資料保存館・資料
室に訪れる来館者が少なく、施設の老朽化や維持管理を
考えれば、資料をデジタル化するなど、現代にあった形
の保存とし、ホームページで閲覧するなどの公開方法を
検討されたい。
　なお、検討にあたっては、現在町と地域包括連携協定
を締結している団体など、外部の意見を客観的に取り入れられたい。今後も施設の現状と課
題を把握し、利用状況と住民や利用団体の意見を十分考慮した上で、維持管理や今後の改修
を十分検討する必要があるが、大規模改修等を行うには財政面で負担が大きくなり、各施設
の長寿命化を考えたとき、必要に応じた修繕や改修だけではなく、将来を見据えた計画とし
て、現在策定中の第６次雨竜町振興基本計画に反映されたい。

行 政 常 任 委 員 会 報 告

社会教育施設の今後の在り方（教育委員会所管）＜調査事項＞

＜現地調査＞

史跡公園内　旧蜂須賀農場事務所史跡公園内　旧蜂須賀農場事務所

農業資料館農業資料館 メモリアルパークメモリアルパーク

わかば団地構内道路予定地わかば団地構内道路予定地 農業資料室農業資料室
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・講師：西南学院大学法学部　教授　勢
せいいち

一　智
とも

子
こ

　氏
・演題：「地方議会における議員の多彩化に向けて
　　　　　―地域社会の「鏡」としての議会を考える―」

　議員の多様化に向けて、潜在的な思い込みを変えるこ
とにより若者や女性が議員になりたいと思える社会へ繋
げられるか、また地方議会だからこそオンライン化を進
めていく必要を感じた講演でした。 

・講師：人口戦略会議　副議長　増
ます

田
だ

　寛
ひろ

也
や

　氏
・演題：「人口減少社会を生き抜くために」
　　　　　岩手県知事、総務大臣の経験事例を交えて、人口減少
　　　　社会を生き抜くヒントをいただきました。特にふるさと
　　　　住民登録（二地域居住）の制度化、若者や女性にも選ば
　　　　れる地域づくり等、考えさせられる講演でした。

議　員　研　修　会

（会場：札幌コンベンションセンター）

・講師：株式会社ダイゼン　代表取締役社長　柴
しば

田
た

　貢
みつぐ

　氏
・演題：「『DZマート』地方部出店への取り組みについて」

　店舗二人体制で成立する日本一オペレーションコスト
の低いスーパーマーケットを目指し、従業員の満足度向
上を経営の重要課題とし、徹底した効率化で運営コスト
を抑え、人口の少ない地域にも出店をすすめており、ス
ーパーのない地域への出店を期待したい。

（会場：妹背牛町総合体育館）

「北海道町村議会議員研修会」７月８日開催

「空知町村議会議長会　議員研修会」７月１６日開催

・講師：株式会社山崎亮事務所
　　　　代表取締役（studio-L代表）　山

やまざき

崎　亮
りょう

　氏
・演題：「人とつながるしくみをつくるコミュニティデザイン」
　地域の課題やまちづくりに向けてワークショップを通じ、住民同
士が関係を築きながら話し合うことの重要性を痛感しました。議会
と行政だけではない「住民中心のまちづくり」を進める必要性があ
るとまちづくりへの認識を新たにしました。

（会場：新十津川町総合健康福祉センター「ゆめりあ」）

「第３２回　中空知ふるさと市町村圏議員交流会」７月２３日開催
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　夏のイベントは、親睦を深める良い機会で
あり、町の賑わいを創り出し、活性化に繋が
るものと考えております。
　今年の暑さは過去の記録を塗り変えるよう
な暑さです。熱中症対策を取り、短い夏を満
喫していただきたいと願っております。
　この時期議会は、講演や研修など研

け ん さ ん

鑽の機
会をいただき活動しています。議員としての
モチベーションを上げる機会にもなり、学ぶ
べき事も多々ございます。
　現在議会では「議員とカフェ」を開催し、
町民皆様の率直なご意見ご要望をきかせてい
ただいております。日々の議会活動を伝える
場としてもその機会を大切にし、「まち」の
課題解決に繋げていきたいと思っております
ので、ぜひお気軽にお越しください。
　今話題となっている備蓄米ですが、食卓の
影響や需要供給のバランスなど、国の政策と
して終息できるよう願うところであります。

のむらのコラム

１３日　雨竜町商工会通常総会
２０日　中空知町議会議長連絡協議会
　　　　定期総会（奈井江町）

　３日　雨竜町観光協会総会
１０日　北海道町村議会議長会定期総会
　　　　及び研修会（札幌市）
１５日　陸上自衛隊第２師団創立75周年
　　　　旭川駐屯地開設73周年記念式典
　　　　（旭川市）
１６日　戦没者追悼式
　　　　雨龍神社春季例大祭
２２日　空知地方支部中空知分会連合
　　　　消防演習（赤平市）
２３日　雨竜沼湿原・南暑寒岳登山
　　　　安全祈願祭

おもな議会のうごき　（５月～７月）

５　月
　１日　雨竜消防団消防演習
　２日　議員とカフェ

　４日　中空知町議会議長連絡協議会主催
　　　　第21回中空知町議会議員親睦交
　　　　流会（奈井江町）
１０日　ＪＡきたそらち雨竜支所
　　　　組合員の集い
１１日　道内政務調査（鷹栖町）

会議の開催状況
　議会運営委員会� １回　　
　行政常任委員会� ２回　　
　議会広報広聴特別委員会� ４回　　

７　月

６　月

　令和７年６月10日に北海道町村議会
議長会より、永年にわたり地域の振興発
展及び住民福祉の向上に尽くされた功績
が讃えられ、竹ヶ原利明議長が受賞され
ました。
　６月17日開催の第２回定例会時に須
見副議長から表彰状の伝達が行われまし
た。

北海道町村議会議長会表彰

出張カフェ募集中！出張カフェ募集中！ お問い合わせ先：雨竜町議会事務局
ＴＥＬ　０１２５‐７７‐２２１５


